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This survey studied the effect of becak

(trishaw) driving on physique and muscle
strength.Forthispurpose,Someanthropometric

valuesandmusclestrengthofbecakdriversin
BandungCity,WestJavawereassessed.The
becakdriversweretaller,heavier,andhadlonger
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開発途上にある東南アジアの国々では,欧

米から導入された自動車や鉄道などの近代的

な交通機関の他に,人力や家畜の力を利用し

た乗物が一般庶民の足として近距離の手軽な

輸送の手段として用いられている｡
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legs,greater thigh girth,and greater back

muscle strength than a control group of
farmers.Thesedi∬erencesare suggested to
arisefrom the working conditionsofbecak
driving.

自転車を改造した,人力で走る3輪車様の

乗物もその中のひとつで,イン ドでは リキシ

ャ (ricksha,rickshaw)[荒 1986:74],シ

ンガポールでは, トライショー,イン ドネシ

アではべチャ(becak)という名でよばれてい

る[村井 1982:132]｡このベチャは写真 1,

2に示すような形状のもので,横幅約 1m,

全長約 1.5m の大きさで,重さは約 80-85kg

程度 (いずれも著者の測定による)である｡

前半部の車輪が二つ横に並べてある部分に座

席が取 り付けてあり,ここに荷物や客 (通常

1,2人)を乗せて,後部のサ ドルに車夫が

座 り,ペダルを漕いで走る｡(この型はべチ

ャ独特のもののようで,イン ドのリキシャは

車夫が客の前方に座ってペダルを漕 ぐ形式

で,シンガポールの トライショーは客席の横

に車夫が座ってペダルを漕ぐ｡)

べチャはイン ドネシアのいたるところで用

いられているが,地方によって少しずつ形が
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写真 1 べチャとべチャ車夫 (斜め前方

より見たもの)

異なっているようだ｡同じジャワ島のなかで

も,バン ドソ (Bandung),チアンジュール

(Cianjur)など,プリアガン (Priangan)と

よばれている西ジャワの高原地帯で使われて

いるもの (写真 1,2)と,中部から東部ジ

ャワで使われているもの (写真 3)では多少

形が異なるようで,バンドソ周辺のものは,

大きさがやや小さく,ギア (ペダルに直結し

ている大きい方の歯車)の大きさ

に比べてフリーホイール (後輪に

ついている歯車)がより大きくな

っており,スピードが出にくいか

わりに坂が登りやすいようになっ

ている｡

べチャは日本から伝わったもの

のようで,インドネシア独立前か

らすでに利用されていたといわれ

ている [同上書 :135]｡以来,自

動車の入り込めない路地裏を中心

とした近距離の輸送を中心に庶民

の足として親しまれて来た｡しか

し近年都市の交通事情の悪化にともない,走

行速度が遅いことから交通渋滞の元凶とみな

されるようになった｡そしてジャカルタなど

の大都市では営業禁止区域 (becak free

zone)が設けられるなどその活動が制限さ

れ,大都市からは締め出されているようであ

る｡しかし,自動車の入れない狭い道路も通

れることなどの手軽さから,依然として庶民

の重要な交通手段である [Tjahajatyetal.

1981:105-114]｡

このべチャを漕いで生計をたてているべチ

ャ車夫について社会 ･経済学的な面からの調

査研究はすでに行われている[loc.cit.;Nurul

Fazrie 1984].車夫はそれぞれ,大きな交

差点や主要な建物の入口などを拠点 (ター

ミナル)として,客が来るのを待つ｡運賃は

おおよその相場は決まっているものの,最終

的には,車夫と乗客との交渉により決められ

る｡ Tjahajatyら [1981:111]によれば平均

的な運賃の額は,50-100Rp.(1976年の調査に

よる｡ 当時のレートで0.ト0.2年)で,べチャ

車夫が客を乗せて走る距離は 1.0km から

2.4km で,1回の輸送に費やす時間は10-20

分である｡べチャ車夫の1日あたりの平均収

入は1976年の Tjahajatyらの調査では 750-

1,000Rp.(当時のレー トで1.5-2.5S)で,ベ
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写真2 べチャとべチャ車夫 (斜め後方 より見たもの)
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写真3 東部ジャワ (スラバヤ Surabaya)のベチャ

チャの借賃250-300Rp.(0.65-0.75S)を払っ

ても,450-800Rp.(0.9-1.6S)は少なくとも

手元に残 ることになる [ibid.:125]O当時

の農村の日雇労働の 日当が 400Rp.(0.8S:

食事なしの場合)であり,しかも農村の日雇

労働は,農閑期には雇用がなくなってしまう

ことを考慮にいれれば,べチャ漕ぎは現金収

入という面ではかなり条件のよい労働である

といえよう｡ しかし,べチャ漕ぎは重労働で

あるといわれており [ibid.:121],土地を持

たない農民の多くは一度はべチャ車夫になっ

てみることはあっても,長期間継続すること

のできるものは少ないといわれている (五十

嵐 :未発表資料)0

｢苦力になってもべチャ車夫にはなるな｡

なぜなら,べチャ車夫は賎 しい職業だか ら

だ｡｣というスカル ノ大統領の演説の一節

[村井 1982:139]で知られているように,

イソ ドネシア人の社会では,べチャ車夫は下

層社会の人間とみなされている｡ 実際,べチ

ャ車夫の殆どが貧農または土地を持たない農

業労働者の出身であるといわれている｡

べチャ漕ぎは重労働であるといわれている

[Tjahajatyetal.1981:121]が,実際の

労働の強さほどの程度であろ うか｡著者が

1981年に初めてイン ドネシア共和国西ジャワ

564

州バンドソ市にてべチャ車夫の姿

をみたとき,下肢が良く発達して

いて,あたかも陸上競技の短 ･中

距離選手のような印象をうけた｡

べチャ車夫の体力については,

HarvardStepTest(踏み台昇降

運動により全身持久力を測定する

もの)を用いたHarjadiら[1971:

584-588]の研究,自転車エル ゴ

メー ターを用 い た Effendiら

[1982:207-214]の研究があるが,

これらの方法は,べチャ車夫を実

験室に呼び寄せなければならず,

簡単に実施することはむずかしい｡

一定の強度の運動や肉体労働を続けている

と,体格や筋力に変化がでることがある｡ べ

チャ漕ぎは主として下肢に負担のかかる労働

であり,また,-ン ドル操作やペダル漕ぎの

ときに (-ソ ドルを強い力で握らなければな

らないため)前腕にも大きな負担がかかって

いることも考えられる｡ 従って,べチャ車夫

は他の一般のイソ ドネシア人と比較して大願

の周径園の値や筋力 (握力と背筋力)の値が

優れていることが予想されるが,このことに

ついて調べた報告はまだ知られていない｡

著者は,1981年 7月-10月と1983年7月-10

月の2度にわたってイン ドネシア共和国西ジ

ャワ州バン ドソ市に滞在する機会を得て,現

地のべチャ車夫の体格や筋力 (握力と背筋

力)について調査する機会を得たのでその結

果について報告する｡

対象と方法

イン ドネシア共和国西ジャワ州バン ドソ市

内のべチャ車夫のターミナル数カ所を無作為

に選び,調査を行なった｡バン ドソ市はジャ

ワ島西部に位置する標高 600-700m の高原

都市で人口約 130万人,坂の多い町である
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図 1 ジャワ島およびバン ドソ市周辺国

これらの調査および測定は,心拍数測定と

のかねあいから,べチャ車夫がまだ疲労して

いないと思われる就業まえの時間帯 (午前 6

時頃)に行われた｡調査および測定に際して

は,べチャ車夫たちはおおむね協力的であっ

た｡これは,著者が客として運賃 (一般のイ

ン ドネシア人の払 う額よりもかなり多かった

と思われる)を車夫に払ったことも大きく寄

与していると思われる｡
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(図1)｡ Tjahajaty ら

[1981:62]に よれば,べ

チャ車夫のター ミナルはバ

ン ドソ市内に100カ所以上

あるといわれている｡ 調査

が行われたべチャ車夫のタ

ー ミナルは図2に示すとお

りである｡

調査は2回にわたって行

われた｡最初の1981年 9月

から10月にかけて行われた

調査 (1981年調査)ではべ

チャ車夫14名の身体計測と

安静時および作業中の心拍

数測定を行なった｡

身体計測は Martinの方

法をもとに[浅見ほか1979:

38-41]身長,体重,胸囲,

下肢長,大腿囲,下腿園に

ついて測定した｡

安静時お よび作業中の

心拍数は直読式の心拍計

(ERM･101型, Amereck

社製)により行なった｡ 安

静時の心拍数はべチャ車夫

をべチャの座席に約5分間

座らせて測定した｡作業中

の心拍数は,著者自身がべ

チャに客として乗 り,坂道

(全長約 2km,高度差約

50m)や平坦な道 (全長約 2km)を走行し

ている時のべチャ車夫の心拍数を 1分ごとに

読み取る方法で測定した｡

また,面接法により,べチャ車夫の出身地,

就業形態 (農閑期のみべチャ車夫をしている

のか,それとも年間を通してべチャ漕ぎに従

事しているのか,また 1週間のうち何日べチ

ャ漕ぎをするか,など)経験年数,年齢につ

いて調べた｡
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幹線道弗

● .'ベチャ車夫の拠点(ターミナル)

(白ヌキの矢印は今回調査対象とをったものを示す)

国王 ノミソ ドン市内のべチャ車夫の拠点 (ター ミナル)

([Tjahajatyetal.1981:62]の原図に著者加筆)

バンドソ市のべチャ車夫は,その大部分が

バンドソ周辺地域の出身であるといわれてい

る [TjahajatyeEal.1981:116-117]こと

から,べチャ車夫の身体計測値と比較するた

めにバンドン東方約 40km の山間部にある

サ ラムソ カル (Salamungkal)村落 (図1参

照)に住むべチャ車夫を専業としていない

(あったとしてもごく短期間)農民14名につ
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いて,ベチャ車夫と

同じ項目について身

体計測を行なった｡

1983年8月から10月

にかけて行われた第

2回日の調査 (1983

年調査)では,前回

とは別のべチャ車夫

18名について,前回

と同様の身体計卸を

行い,さらに背筋力

計 (バネ式)と提力

計 (バネ式)を用い

て,背筋力と握力の

測定を行なった [浅

見はか 1979.･66-

67]｡背筋力計(バネ

式)と握力計は現地

に搬入する前に較正

を行なった｡ 面接調

査の項目は前回と同

様である｡前回と被

験者を変えたのは,

べチャ車夫は移動が

頻繁で,前回と同じ

被験者を探すのが困

難であると予想され

たこと,前回の身体

計測で得られた結果

の追試を行うのも日

的の一つであったこ

と,の二つの理由からである｡

前回と同様の理由により,調査および測定

紘,筋力測定とのかねあいから,べチャ車夫

がまだ疲労していないと思われる就業前の時

間帯 (午前6時頃)になるべ く行 うように

し,それ以外の時間帯では,観察により,十

分に休養をとっていると思われる者を調査 ･

測定の対象とした｡
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前回と同様,測定値の比較のために,サラ

ムソカル村落 (図 1参照)に住むべチャ車夫

の経験のない農民14名について,べチャ車夫

に対して行なったのと同様の筋力測定を行な

った｡対象となった農民は前回と全く同じ者

で,そのうちの数名について再び身体計測を

行なったところ,前回の測定値とほぼ同じ値

を得たこと,その他の対象者についても前回

(1981年)の調査の時と比較して,特に健康上

の変化が認められなかったので,身

体計測値は前回の調査時のものを用

いた｡

結 果

1981年の調査の結果は表 1に示す

とおりである｡対象としたべチャ車

夫はすべていずれも10年以上べチャ

車夫の経験を持つもので,年間を通

してべチャ漕ぎに従事していた (実

際に測定したべチャ車夫の中に,農

閑期のみべチャ漕ぎに従事するもの

が 1名いたが,この例は集計の対象

からはずしてある)｡べチャ車夫は

身長,下肢長,大腿国について農民

(農夫)グループより有意に大きい値

を示した｡

あるグループの大腿関が他のグル

ープよりも大きかった場合,(∋大腿

の筋肉や骨の発達が より優れてい

る,④大腿の筋肉の発達度にはそれ

ほど差はないが,大腿の皮脂厚がよ

り厚 くなっている,の2通 りの解釈

ができる｡1981年の調査では,著者

の技術上の制約などから,直接大腿

の皮脂厚を測定することはできなか

ったので,両グループの皮脂厚を推

定する指標として,肥満度を表わす

指標としてよく用いられているロー

レル指数 [体重 (単位 :kg)を1,000万倍した

値を身長 (単位:cm)の3乗で割ったもの]

を計算して比較した｡

その結果は表 1に示すように両群の差はな

く,従ってべチャ車夫の大腿園が農民(農夫)

グループよりも大きいのは,べチャ車夫の大

腿の発達が,農民 (農夫)グループのそれに

比べて優れていたためと推測される｡

また,心拍数測定の結果,べチャ車夫の作

表1 べチャ車夫と農夫の体格の比較

(1981年調査によるもの)

べチャ車夫 農 夫

年齢(読)

身長 (cm)

体重 (kg)

胸囲 (cm)

下肢長 (cm)

大腿囲 (cm)

下腿開 (cm)

38.1±9.0(n-14)

160.8土 4.4(n-14)*
51.7±6.1(n-14)

81.7±3.2(n-14)

89.1±3.2(n-14)**

49.3±3.6(n-14)…

33.3±2.0(n-14)=

40.4±8.2(n-15)

157.5±3.5(n-15)

49.3±4.5(n-15)

82.0±3.8(n-15)

84.0±3.0(n-15)

45.6±2.8(n-15)

32.3± 1.9(n-15)

ローレル指数 123.8±10.8(n-14) 126.1±10.2(n-15)

* t検定で有意差あり (タ<0.05)
… t検定で有意差あり (P<0.01)

表2 べチャ車夫と農夫の体格と筋力の比較

(1983年調査によるもの)

べチャ車夫 農 夫

年齢(歳)

身長 (cm)

体重 (kg)

胸囲 (cm)

下肢長 (cm)

大腿囲 (cm)

下腿囲 (cm)

握力(右)(kg)

握力(左)(kg)

36.2±7.3(n-18)

160.5±4.6(n-13)

55.1±5.5(n-18)**

83.1±3.6(n-16)

88.7±2.1(n-12)**

48.8±2.8(n-18)**

33.9±6.6(n-18)

42.1±5.4(n-17)

39.2±6.6(n-17)

39.4±9.9(n-14)

157.7±3.6(n-14)

48.9±4.7(n-14)

82.7±2.9(n-14)

84.2±2.8(n-14)

45.8±2.7(n-14)

32.4±2.0(n-14)

39.2±5.0(n-14)

35.6±4.1(n-14)

背筋力 (kg) 122.2±14.8(n-18)** 106.0±18.1(n-14)

** t検定で有意差あり (P<0.01)
注)農夫の体格の測定値は1981年調査のものを用いた｡但し,
この調査 (1983年調査)の時点で肺結核に羅息 していた1
名を除いたため,農夫グループの人数は15名から14名にか
わっている｡
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業中の心拍数は平坦地走行中で120-130拍/分

(n-2),やや急な坂を登 っている時は140-

150拍/分 (n-14)であった｡

1983年調査の結果は表2に示すとおりであ

る｡この調査においても,対象としたべチャ

車夫はいずれも10年以上べチャ漕ぎの経験を

持ち,年間を通じてべチャ漕ぎに従事するも

のであった｡ べチャ車夫は体重,下肢長,大

腿園について農民 (農夫)グループより有意

に大きい値を示した｡身長では,べチャ車夫

が農民 (農夫)グループより僅かに高い値を

示したが有意な差は認められなかった｡背筋

力で,べチャ車夫は農民 (農夫)グループよ

り有意に大きい値を示した｡

考 察

今回行なった二つの調査では,対象となっ

たべチャ幸夫は数名の例外を除いて殆どがバ

ンドソ市に近いスメダン (Sumedang)やマ

ジャレンカ(Majalengka)(図1参照)など西

ジャワ州の出身である｡従って調査対象のべ

チャ車夫と農民グループの社会 ･経済的背景

には,それほど大きな差はないと思われる｡

イン ドネシア人の社会では,べチャ漕ぎは

重労働とみなされているようである｡ ある特

定の作業の強度について考察を加える際に,

作業中の心拍数を指標として用いることがあ○
る｡Astrand ら [1977:462]によれば,作

業中の心拍数が90拍/分未満のものは軽労働

(lightwork),90-110拍/分までならば中等度

の労働 (moderatework),110-130拍/分ま

でなら重労働 (heavywork),130-150拍/分

なら大変重い労働 (veryheavywork),の

ように分類することができる｡今回調査対象

となったべチャ車夫の作業中心拍数は,平坦

地を走っているときで120-130拍/分,やや急

な坂を登っている時は140-150拍/分で,心拍

数からみれば,重労働 (heavywork),又は
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大変重い労働 (veryheavywork)に相当す

ること軒こなる｡

今回の調査では,農民の農作業中の心拍数

について測定することができなかったので,

ベチャ漕ぎとインドネシア農村における農作

業の労働強度を直接比較することができな

い｡しかし Nagら [1980:91-102]は,イ

ン ドの農民13名を対象として,近代化されて

いない農村での伝統的な農作業の強度につい

て心拍数と酸素摂取量の面か ら調査 した結

果,いくつかの農作業 (人力による水汲み,

足踏み脱穀など)は,心拍数 ･酸素摂取量の

面から重労働 (heavywork)に相当するもの

の,それらの重労働 (heavywork)が年間

を通してみた作業時間のなかに占める割合は

低 く,全体としてみれば,近代化されていな

い農村の農作業の強度は,中等皮(moderate)

のものであるとしている｡

バイオメカニクスの分野での研究によれ

ば,自転車のペダル漕ぎの動作では,主に大

願四頭筋と膝屈曲筋が使用されることが知ら

れている [Henriksson gfdJ.1974:218-

220]｡べチャが自転車を改造したものである

ことを考慮に入れれば,べチャ漕ぎにおいて

も主に大腿四頭筋と膝屈曲筋が使用されると

考えられる｡

これらのことから,べチャ漕ぎは,農業労

働と比べると,下肢に大きな負担のかかる重

労働であるといえよう｡従って,長期間べチ

ャ漕ぎに従事した場合は,下肢の筋肉が発達

して,大腿園が大きくなることは容易に推測

される｡

また,山地 [1981:161]は全身持久力を高

めるためには トレーニング中の心拍数を130

拍/分程度に維持するのが理想的であるとし

ている｡今回の調査で示されたべチャ車夫の

作業中の心拍数の値 (平坦地走行で120-130

拍/分,登坂走行で140-150拍/分)紘,べチ

ャ漕ぎが,全身持久力をも必要とする作業で
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あり,また,長期間べチャ漕ぎに従事した場

令,全身持久力の向上をもたらす可能性があ

ることを示しているといえよう｡

べチャ車夫の全身持久力が座業グループよ

りも優れていることを示 した Harjadi ら

[1971:584-588]および Effendiら [1982:

207-214]の報告は上述の推測を裏付けるも

のといえよう｡

以上のことから,べチャ漕ぎは,体格,体

力ともに優れた著でなければ長期間継続する

のが困難な労働であるといえよう｡今回の調

査で,べチャ車夫が身長,体重において農民

グループよりやや高めの値を示したこと,下

肢長,大腿囲,背筋力で有意に大きい値を示

したことはこの推測を裏付けるものといえよ

う｡
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